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1 ■取組対象組織・活動

項目

砕石事業(売上高)

工事施工件数

事務所床面積

倉庫面積

詰所面積

修理工場面積

駐車場面積

従業員数

　６.過去3ヶ年間の環境負荷の実績

単位

kg-CO2

kg-CO2/百万円

ｔ

㎥

＊環境活動期間は、4月1日～翌年3月31日です。

＊化学物質の取扱いは無く、目標に掲げない。

嶺南営業所

ー

300 119985

372 ー

　1.事業所名及び代表者名

　　高島鉱建株式会社

　　代表取締役社長　　桑原　隆夫

　2.所在地及び連絡先

　　本社：

　　　　　〒520-1612　滋賀県高島市今津町下弘部258

　　　　　TEL　0740-22-8118　FAX　0740-22-8110

　　　　　E-Mail　info@takashima.on.arena.ne.jp

　　砕石事業所：

　　　　　〒520-1646　滋賀県高島市今津町杉山433

　　　　　TEL　0740-24-0046　FAX　0740-24-0048

　　嶺南営業所：

　　　　　〒919-1542　福井県三方上中郡若狭町井ノ口26-5-8

　　　　　TEL　0770-62-2205　FAX　0770-62-2206

　　守山営業所：

　　　　　〒524-0041　滋賀県守山市守山6-1-1

　　　　　TEL　077-583-1160　FAX　077-583-1162

(土木一式、建築一式、大工、左官、とび、土工、石、屋根、タイル、鋼構造物、 鉄筋、ほ装、しゅんせ
つ、板金、ガラス、塗装、防水、内装仕上、熱絶縁、建具、水道施設)

許可番号：国土交通大臣　許可(特-29)第17701号　　有効期限：2023年3月15日

　3.環境保全に関する責任者及び担当者

　　管理責任者：建設部工事次長　岡山　貴史

　　担当者：建設部工事部長　古本　健二

　４.事業の内容

　５.事業の規模

年度

総売上高
売上高

(完工高)
（百万円）

建設事業(完成工事高) 1,880.9 2,168.1 2,120.4

571.5 647.5 537.9

従業員数（人） 44 43 45

2,658.3

104 99 108

2,452.4

ー

守山営業所

2,815.6

ー

ー

156ー

本社 砕石事業所

2

2019年
令和元年度

2020年
令和2年度

ー

58,094 187 0

528

9,599

二酸化炭素排出量 1,573,670 1,540,174

二酸化炭素排出量　原単位 642 547

21

23 18 2

2021年
令和3年度

1,488,402

4,972

200 ー ー

4,167

廃棄物排出量 2,861

水使用量 4,270 4,126

4,761

　　・総合建設業

　　・砕石製造販売 許可番号：滋賀県指令砂第46号　　　有効期限：2026年2月24日

2020年

令和2年度

2019年

令和元年度

2021年

令和3年度

＊購入電力は平成27年度(2017年）調整後排出係数は関西電力が0.418-CO₂/kWh、北陸電力が0.574-CO₂/kWhを3
ケ年間固定します。
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2 ■実施体制

本社 建設部 砕石事業部 嶺南営業所 守山営業所

●責任と権限

・環境経営方針の策定 ・経営者による見直しに対する是正処置

・環境マネジメントシステムの承認 ・環境経営レポートの作成

・経営者による見直しの実施 ・環境マネジメントシステムの制・改・廃案の作成

・環境管理責任者の任命

・環境経営レポートの承認

・環境管理委員会の開催 ・現場への急行

・環境マネジメントシステムの確認 ・対策の発案、動員、要請、行動

・経営者による見直しのための取りまとめ ・必要資材の準備

・環境経営レポートの照査、発行

・担当するデータの収集 ・環境経営方針・目標・計画の理解、重要性の自覚

・関係法令の遵守

・環境活動への自主的・積極的な参加

環境管理責任者

部　門　長

緊急事態対応チーム

経　営　者 環境管理委員会

経営者

環境管理責任者

従業員

緊急事態対応チーム

環境管理委員会
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①

② 廃棄物の発生抑制とリサイクルの推進を行う。

③

④ 環境に配慮した施工方法を実施する。

⑤

改訂日：2016年4月1日

改訂日：2019年4月1日

　　　　　　　　　　代表取締役　桑原　隆夫

　　　　高島鉱建株式会社

地域社会との交流、外部機関への協力等を積極的に行い、環境社会活動に貢献
する。

■環境経営方針

環境理念

　高島鉱建株式会社は、美しい自然との共存を最重要課題であると認識し、地域社会
の発展と貢献及び事業環境活動の活性化を目指す。

環境経営方針

　当社は、総合建設業及び砕石製造販売業として、環境に影響を与える事項を認識す
ると共に、環境法令の遵守及び環境影響の予防に努め、継続的な改善を図り、社会貢
献を推進するため、次の項目を重点テーマとして取組む。

制定日：2012年4月2日

２．環境関連法規制等及び当社が約束した環境行動を遵守します。

３．この環境経営方針は全従業員に周知、徹底します。

１．次の環境活動を計画的に取組み実施します。

資源・エネルギーの使用量を削減し、活動に伴う二酸化炭素の排ガス排出量を
削減する。

水の使用量（排水量）を削減し、砕石場や建設現場からの濁水防止に努める。
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3 環境経営目標とその実績

年度 2018年 2022年 2023年

単位 （基準年） （目標）
（実績）

削減率は対基準
年比

（目標） （目標）

％ 100% 97% 86.7% 96% 95%

使用量 62,749 60,867 52,778 60,239 59,612

(kg-CO₂) 26,229 25,442 22,061 25,180 24,918

％ 100% 97% 100% 96% 95%

使用量 1,077,575 1,045,248 1,050,043 1,034,472 1,023,696

(kg-CO₂) 450,426 436,914 438,918 432,409 427,905

％ 100% 97% 46% 96% 95%

使用量 28,408 27,556 12,680 27,272 26,988

(kg-CO₂) 11,875 11,518 5,300 11,400 11,281

％ 100% 97% 84% 96% 95%

使用量 29,377 28,496 24,061 28,202 27,908

(kg-CO₂) 68,155 66,110 55,822 65,428 64,747

％ 100% 97% 95% 96% 95%

使用量 406,501 394,306 372,827 390,241 386,176

(kg-CO₂) 1,048,773 1,017,309 961,894 1,006,822 996,334

% 100% 97% 71% 96% 95%

使用量 2,560 2,483 1,770 2,458 2,432

(kg-CO₂) 6,374 6,183 4,407 6,119 6,056

100% 97% 95.2% 96% 95%

1,611,832 1,563,477 1,488,402 1,547,358 1,531,240

100% 97% 74% 96% 95%

735 713 528 706 698

％ 100% 80% 95% 80% 80%

％ 100% 97% 92.5% 96% 95%

使用量 4,645 4,506 4,167 4,459 4,413

100%

％ 100% 100% 100% 100% 100%

％ 100%

(㎥/年) 100% 100% 100% 100% 100%

100%

回 12 12 12 12 12

回 1 1 1 1 1

目標の説明や補足事項

1

2

3

4

5

7

8

9

　 ２００７年3月よりエコアクション２１環境活動に取り組んでいます。　このレポートでは、２０18年の実績結果を基準値として、
２０21年度から２０２3年度までの目標を下記の通り設定し、２０２1年４月１日から２０２2年３月３１日までの運用実績について取りまとめました。

社会貢献活動は淡海エコフォスター活動を実施する。またCESA活動に参加する

上記の目標のほか、作業現場の環境及び品質安全向上ために３Ｓ活動（整理、整頓、清掃）に取り組む

2021年　取組年

電力使用量の削減
（単位：KWh）

砕石場

二酸化炭素排出量百万円当り原単位
(kg-CO₂)/　百

万円

濁水防止の適正監
視（単位：％）

環境に配慮した施工方
法を実施する。

環境配慮施工の推
進　　　　　　　（単

位：％）

電力使用量の削減
（単位：KWh）

建設現場

灯油使用量の削減
（単位：L)

ガソリン使用量の削
減

（単位：L）

二酸化炭素排出量総合計

事業所利用水の節
水(単位:㎥)

分別及びリサイクル
の推進　　　　（単

位：％)

資源・エネルギーの使用
量を削減し、活動に伴う
二酸化炭素の排ガス排
出量を削減する。

廃棄物の発生抑制とリサイ
クルの推進を行う。

電力、化石燃料については、電気、ｶﾞｿﾘﾝ、軽油、LPG、灯油の二酸化炭素排出量削減に取組む

廃棄物は、建設現場からの廃棄物に対して、分別を徹底して建設ﾘｻｲｸﾙ率　98％で管理する

環境経営方針 取組項目

電力使用量の削減
（kWh）

本社事務所

(kg-CO₂)

水使用量については、事務所、砕石場における水使用量の削減及び砕石場、建設現場からの濁水流出防止監視について実施する

砕石現場及び建設現場の環境配慮は、低騒音・低振動型重機や排ガス規制適合車を100％使用する

水の使用量（排水量）を削
減し、砕石場や建設現場
からの濁水防止に努める。

軽油使用量の削減
（単位：L）
建設現場

淡海エコフォスター
活動の実施
（単位：回）

地域社会との交流、外部
機関への協力等を積極
的に行い、環境社会活
動に貢献する。 環境社会活動に貢

献　　　（単位：回）

嶺南営業所、守山営業所の電力使用量は微量のため、削減取組は行うが、このレポートには掲げない

購入電力は、2017年調整後排出係数の関西電力が0.418-CO₂/kwh、北陸電力が0.574-CO₂/kwhとする
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4 環境経営計画

事業所利用水の節
水(単位:㎥)

濁水防止の適正監
視（単位：％）

環境配慮施工の推
進　　　　　　　（単

位：％）

淡海エコフォスター
活動の実施
（単位：回）

環境社会活動に貢
献　　　（単位：回）

取組の紹介

1

2

① オイル吸着材を設置
② 濁水発生の点検監視を実施

建設部
古本　健二

事務部
北條　清司地域社会との交流、外部

機関への協力等を積極
的に行い、環境社会活
動に貢献する。

「CESA」とは、NPO法人CESAが、社会資本の整備に対して、地球環境の保全及び創造に寄与することを目的に、現地見学会等を実施す
る活動です。

軽油使用量の削減
（単位：L）
建設現場

① 洗車時に水使用量を減らす。
② 水を流しながらの洗い物はしない。

建設部
古本　健二
砕石事業部

桂　正次

① 環境社会活動を毎年継続してCESAを実施

①ストーブの温度管理（冬季２０℃±1℃）

取組項目

電力使用量の削減
（kWh）

本社事務所

「淡海エコフォスター活動」とは、滋賀県と合意書を交わし、地域の清掃活動をボランテイアで行う活動です。

建設部
古本　健二
砕石事業部

桂　正次

① 不要積載物の有無、タイヤ空気圧の確認
② 暖機運転・アイドリングストップ
③ 環境に配慮した稼働

電力使用量の削減
（単位：KWh）

砕石場

① 不用時の消灯
② 機械設備・OA機器などのスイッチオフ
③ エアコンの温度管理（夏季28℃±１℃）

責任部門・担当者

環境に配慮した施工方
法を実施する。

分別及びリサイクル
の推進　　　　（単

位：％)

環境経営方針

事務部
北條　清司

① 砕石場や建設現場では低騒音・低振動型重機や排ガス規制適合
車輌を使用　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　②環境に配
慮した稼働

灯油使用量の削減
（単位：L)

水の使用量（排水量）を
削減し、砕石場や建設現
場からの濁水防止に努
める。

廃棄物の発生抑制とリサイク
ルの推進を行う。

建設部
古本　健二

活動計画の内容

ガソリン使用量の削
減

（単位：L）

廃棄物
① 使用済みコピー用紙を再利用
② 無駄な資機材を購入しない。
③ 建設廃棄物を分別し、リユース・リサイクルを徹底

建設部
古本　健二

① 淡海エコフォスター活動を毎月実施

資源・エネルギーの使用
量を削減し、活動に伴う
二酸化炭素の排ガス排
出量を削減する。

電力使用量の削減
（単位：KWh）

建設現場
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5 環境経営計画の取組結果とその評価、次年度の取組内容

年度

単位 （目標） （実績）

％ 97% 87%

使用量 60,867 52,778

(kg-CO₂) 25,442 22,061

％ 97% 100%

使用量 1,045,248 1,050,043

(kg-CO₂) 436,914 438,918

％ 97% 46%

使用量 27,556 12,680

(kg-CO₂) 11,518 5,300

％ 97% 84%

使用量 28,496 24,061

(kg-CO₂) 66,110 55,822

％ 97% 95%

使用量 394,306 372,827

(kg-CO₂) 1,017,309 961,894

% 97% 71%

使用量 2,483 1,770

(kg-CO₂) 6,183 4,407

97% 95%

1,563,477 1,488,402

97% 74%

713 528

分別及びリサイクルの
推進　　　　（単位：％)

％ 80% 95%
建設部

古本　健二

％ 97% 92%

使用量 4,506 4,167

濁水防止の適正監視
（単位：％）

％ 100% 100%
建設部

古本　健二

環境配慮施工の推進
（単位：％）

％ 100% 100%
建設部

古本　健二

淡海エコフォスター活
動の実施
（単位：回）

回 12 12
事務部

北條　清司

環境社会活動に貢献
（単位：回）

回 1 1
建設部

古本　健二

次年度の主な取組内容

1

2 廃棄物は分別を実施して建設ﾘｻｲｸﾙを推進する

3 水使用量の削減では、使用量の削減に努め、建設現場では濁水監視する

4 建設現場では環境に配慮した施工に取組む

5 社会貢献活動は淡海ｴｺﾌｫｽﾀｰ活動を実施する。またCESAを実施するとともに、ｴｺｷｬｯﾌﾟ運動に参加する。

6

資源・エネルギーの使用量
を削減し、活動に伴う二酸
化炭素の排ガス排出量を

削減する。

10月に1回であるが実施した

嶺南、守山営業所含む二酸化炭素排出量総合計 (kg-CO₂)

環境に配慮した施工方法
を実施する。

毎月月末土曜に実施した

再資源化施設への搬出がほぼできリ
サイクル率をクリアー出来た。

環境目標の達成取組みと共に、作業場の環境及び品質安全向上ために３Ｓ活動（整理、整頓、清掃）に取組み、意識を持って全員で実践する

地域社会との交流、外部機
関への協力等を積極的に
行い、環境社会活動に貢
献する。

環境経営方針 取組項目
2021年　取組年

二酸化炭素排出量百万円当り原単位
(kg-CO₂)/　百万

円

日々の目視による確認を年間を通じ
て取り組めた。

ガソリン使用量の削減
（単位：L）

軽油使用量の削減
（単位：L）
建設現場

灯油使用量の削減
（単位：L)

現場車両、大型機械運転者に対し、
アイドリングストップ徹底の呼びかけを
行っている。
また、走行距離から燃費を算出し運
転者へ周知、エコドライブを行うよう啓
発し、結果として削減できた。

建設部
古本　健二
砕石事業部

桂　正次

担当責任者

電力使用量の削減
（kWh）

本社事務所

取組の評価

事業所利用水の節水
(単位:㎥)

電力使用量の削減
（単位：KWh）

砕石場

事務部
北條　清司

電力使用量の削減
（単位：KWh）

建設現場

コロナ対策として空気清浄機や換気
扇の稼働など電気使用機器は増えた
がエアコンの温度管理や不在時の消
灯実施などにより減少できた。

建設部
古本　健二
砕石事業部

桂　正次

二酸化炭素排出量削減取組みでは、目標達成手段を実施する

車両増や融雪の水使用量の中、無
駄をなくす啓発に取組み達成でき
た。

最新のエコ対応機種の使用や低騒
音・低振動型重機や排ガス規制適合
車両を使用した。

廃棄物の発生抑制とリサイク
ルの推進を行う。

水の使用量（排水量）を削
減し、砕石場や建設現場
からの濁水防止に努める。
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　環境関連法規への違反、訴訟はありません。又、過去３年間に関係当局からの

違反等の指摘はありません。

　適用される法規制等と遵守状況

遵守評価

適正処理

適正処理

遵守

遵守

自動車リサイクル法 遵守

遵守

遵守

遵守

遵守

遵守

遵守

適正処理

7 代表者による全体の評価と見直し・指示

騒音規制法

大気汚染防止法

対象特定施設の届出、規制値の遵守

建設ﾘｻｲｸﾙ法

水質汚濁防止法

資源有効利用促進法

廃自動車のリサイクル券、適正廃棄

家電リサイクル券、適正廃棄

パソコン等の再資源化

環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反、訴訟等の有無

施設の届出、事故時の措置、知事への報告等、建築物解体時の全て
の石綿含有建材の事前調査、発注者への報告、知事への報告、掲示
板の設置等

施設の届出、事故時の措置、知事への報告等

法規制等の名称 該当する要求事項

家電リサイクル法

建設副産物の管理、排出

廃棄物処理法 一般廃棄物及び産業廃棄物の管理、排出

エネルギー使用量の削減、維持は継続して行えている。
新型コロナウイルスの影響が消費エネルギーにどう影響がでるかと注目していたが問題はないと考える。
この産業は受注工事の規模、場所等の諸状況に応じて左右される側面があるがその都度最も適した対策を講じることができてい
る結果である。
2021年度は環境経営目標も達成できたことから2022年度からは基準年を2021年に設定し環境経営目標目標の設定を見直すこ
と。

対象特定建設作業の届出、規制値の遵守

フロン排出抑制法
第1種特定製品の点検・記録の保存と適正廃棄、建築物解体時のフロ
ン使用製品の調査、発注者への報告

消防法 対象危険物保管の届出

地域ごみ出しルール 一般廃棄物の分別、収集、排出

振動規制法

注：適用される法規制等と遵守状況は、環境関連法規等の遵守状況のチェック結果に基づき記載します。
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